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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 9,578 ― 1,081 ― 947 ― 700 ―

20年3月期第2四半期 8,536 32.3 491 189.3 787 212.6 629 458.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 75.90 ―

20年3月期第2四半期 68.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 20,561 11,850 57.6 1,284.61
20年3月期 20,314 11,525 56.7 1,249.48

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  11,850百万円 20年3月期  11,525百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
21年3月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 12.00 12.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,030 △0.8 2,170 △1.5 1,860 △8.0 1,370 △0.3 149.73

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

1.平成20年5月13日発表の通期業績予想は、平成20年10月28日発表のとおり修正を行っております。 
2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び、業績予想のご利用に当たっての注意事項については、2ページ【定性的情報・財
務諸表】3.連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。なお、1株当たり予想当期純利益の算出に当たっては、平成20年10月28日開催の取締役会決議に基づく自
己株式取得による影響を考慮しております。 
3.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針14号）を適用してお
ります。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  9,441,800株 20年3月期  9,441,800株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  217,200株 20年3月期  217,200株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  9,224,600株 20年3月期第2四半期  9,224,600株



定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原油価格や穀物等の原材料価格の高騰が企業と家計の両方に

影響を及ぼす一方、サブプライムローン問題に端を発した米国経済の減速が、世界的な金融不安、為替・株式市場

の大幅な変動を引き起こす等、景気先行きに対する不透明感が一段と厳しさを増してまいりました。

このような状況のもと、当社グループは中期経営計画の最終年度の総まとめのため、生産技術力の強化、生産ラ

イン改善による生産性の向上・効率化、収益力の強化を図ってまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高95億78百万円となりました。利益面につきましては、ゴ

ルフ事業、自動車等鍛造部品事業の売上高が予想を上回ったことや製造原価の低減が図られたこと等から、営業利

益は10億81百万円、経常利益９億47百万円、四半期純利益は７億円となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、205億61百万円となり前連結会計年度末に比べ２億47百万円増加

いたしました。この主な要因は、受取手形及び売掛金が４億54百万円減少したものの、原材料が６億54百万円増加

したことによるものであります。

なお、純資産につきましては前連結会計年度末に比べ３億24百万円増加の118億50百万円となりました。これは利

益剰余金が５億60百万円増加したものの、前連結会計年度末から円高バーツ安が進み、為替換算調整勘定の発生が

１億57百万円あったことによる影響が主な要因であります。

キャッシュ・フローの状況につきましては、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資

金」という。）は25億47百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億17百万円増加いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、19億33百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が９億54

百万円、減価償却費６億50百万円、売上債権の減少３億31百万円等による資金の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、９億95百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出９億

73百万円等による資金の減少によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、４億88百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出３億68

百万円及び配当金の支払額92百万円等による資金の減少によるものであります。

３．連結業績予想に関する定性的情報

通期におきましては、平成20年10月28日付「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしましたとおり、

最近の世界金融・経済の急激な変化の中、第３四半期以降、景気減速が鮮明になったことから受注の減少が見込ま

れること、為替の先行きも不透明感を増す等、当社グループの業績に影響を及ぼす状況が予想されます。

上記の結果、平成21年３月期の連結業績予想は、売上高200億30百万円（前年同期比0.8％減）、営業利益21億70

百万円（同1.5％減）、経常利益18億60百万円（同8.0％減）、当期純利益13億70百万円（同0.3％減）を見込んでお

ります。

（参考） 平成20年10月28日発表の連結業績予想値の修正

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

百万円　 百万円　 百万円　 百万円　 円　 銭　

前回発表予想(Ａ) 21,880 2,643 2,454 1,669 181 03

今回発表予想(Ｂ) 20,030 2,170 1,860 1,370 149 73

増減額(Ｂ－Ａ) △1,850 △473 △594 △299  －

増加率（％） △8.5 △17.9 △24.2 △17.9  －

前期実績 20,188 2,202 2,022 1,373 148 90　

（注）上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な要因に

よって記載の業績数値と異なる結果となる可能性があります。



４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

１．簡便な会計処理

固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定しております。

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

該当事項はありません。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

②　棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として

総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定し

ております。

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

③　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,243,720 2,809,980

受取手形及び売掛金 4,035,699 4,490,195

有価証券 35,274 35,204

商品 24,276 19,038

製品 952,078 1,155,586

原材料 1,471,528 816,849

仕掛品 1,161,618 1,129,947

貯蔵品 553,052 521,583

繰延税金資産 112,470 103,904

その他 292,693 447,011

貸倒引当金 △25,618 △29,160

流動資産合計 11,856,794 11,500,141

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,949,934 2,790,480

機械装置及び運搬具（純額） 2,956,956 3,254,827

土地 1,940,795 1,977,791

工具、器具及び備品（純額） 211,543 186,973

建設仮勘定 219,059 238,140

有形固定資産合計 8,278,290 8,448,213

無形固定資産 47,392 45,019

投資その他の資産   

投資有価証券 98,119 91,943

繰延税金資産 15,779 －

その他 278,083 240,721

貸倒引当金 △12,471 △11,166

投資その他の資産合計 379,511 321,498

固定資産合計 8,705,193 8,814,731

資産合計 20,561,988 20,314,873



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,969,400 2,354,427

短期借入金 1,778,801 1,880,719

未払法人税等 263,481 485,568

未払金及び未払費用 546,163 630,691

賞与引当金 333,802 174,253

役員賞与引当金 13,000 8,600

その他 334,198 477,178

流動負債合計 6,238,848 6,011,437

固定負債   

長期借入金 1,725,630 2,075,651

繰延税金負債 54,396 40,483

退職給付引当金 56,742 －

役員退職慰労引当金 583,737 573,341

その他 52,619 88,020

固定負債合計 2,473,126 2,777,495

負債合計 8,711,974 8,788,933

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,241,788 1,241,788

資本剰余金 1,183,816 1,183,816

利益剰余金 9,699,000 9,138,454

自己株式 △120,375 △120,375

株主資本合計 12,004,229 11,443,683

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,532 △150

為替換算調整勘定 △157,747 82,406

評価・換算差額等合計 △154,215 82,255

純資産合計 11,850,014 11,525,939

負債純資産合計 20,561,988 20,314,873



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日) 

売上高 9,578,357

売上原価 7,571,447

売上総利益 2,006,910

販売費及び一般管理費 925,588

営業利益 1,081,321

営業外収益  

受取利息 10,430

受取配当金 1,426

投資不動産賃貸料 12,242

受取保険金 12,068

その他 22,891

営業外収益合計 59,058

営業外費用  

支払利息 54,503

減価償却費 7,961

シンジケートローン手数料 8,484

為替差損 115,270

その他 6,163

営業外費用合計 192,384

経常利益 947,996

特別利益  

固定資産売却益 8,845

貸倒引当金戻入額 2,236

特別利益合計 11,081

特別損失  

固定資産売却損 601

固定資産除却損 3,655

特別損失合計 4,256

税金等調整前四半期純利益 954,821

法人税、住民税及び事業税 263,085

法人税等調整額 △8,432

法人税等合計 254,653

四半期純利益 700,168



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 954,821

減価償却費 650,700

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,236

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 4,400

賞与引当金の増減額（△は減少） 159,549

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,396

受取利息及び受取配当金 △11,856

支払利息 54,503

為替差損益（△は益） 13,967

有形固定資産売却損益（△は益） △8,244

有形固定資産除却損 3,606

無形固定資産除却損 48

売上債権の増減額（△は増加） 331,968

たな卸資産の増減額（△は増加） △666,800

仕入債務の増減額（△は減少） 842,163

未収消費税等の増減額（△は増加） 90,574

その他 27,546

小計 2,455,109

利息及び配当金の受取額 12,580

利息の支払額 △57,419

法人税等の支払額 △476,670

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,933,599

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） △18,130

有形固定資産の取得による支出 △973,344

有形固定資産の売却による収入 9,965

無形固定資産の取得による支出 △12,522

その他 △1,358

投資活動によるキャッシュ・フロー △995,389

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,141

長期借入金の返済による支出 △368,527

リース債務の返済による支出 △29,431

配当金の支払額 △92,246

財務活動によるキャッシュ・フロー △488,064

現金及び現金同等物に係る換算差額 △32,160

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 417,985

現金及び現金同等物の期首残高 2,129,872

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,547,858



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

－ 1 －



「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表

（１）中間連結損益計算書

前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 8,536,459 100.0

Ⅱ　売上原価 7,259,267 85.0

売上総利益 1,277,192 15.0

Ⅲ　販売費及び一般管理費 786,065 9.2

営業利益 491,127 5.8

Ⅳ　営業外収益

１．受取利息 8,735

２．受取配当金 723

３．投資不動産賃貸料 10,069

４．為替差益 314,327

５．その他 31,915 365,772 4.2

Ⅴ　営業外費用

１．支払利息 44,981

２．減価償却費 4,806

３．シンジケートローン
手数料

8,647

４．その他 11,095 69,530 0.8

経常利益 787,368 9.2

Ⅵ　特別利益

１．固定資産売却益 18,955

２．貸倒引当金戻入額 2,399 21,355 0.3

Ⅶ　特別損失

１．固定資産売却損 2,332

２．固定資産除却損 2,441 4,773 0.1

税金等調整前中間純利益 803,950 9.4

法人税、住民税及び
事業税

174,298

法人税等調整額 323 174,622 2.0

中間純利益 629,327 7.4

－ 2 －



（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（千円）

Ⅰ　営業活動による
キャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 803,950

減価償却費 590,023

貸倒引当金の増減額
（△は減少）

△2,399

賞与引当金の増減額
（△は減少）

117,880

役員退職慰労引当金の
増減額（△は減少）

7,489

受取利息及び
受取配当金

△9,459

支払利息 44,981

為替差損益（△は益） △132,847

投資有価証券評価損益
（△は益）

1,669

有形固定資産売却損益
（△は益）

△16,623

有形固定資産除却損 2,427

無形固定資産除却損 13

売上債権の増減額
（△は増加）

301,287

たな卸資産の増減額
（△は増加）

△240,776

仕入債務の増減額
（△は減少）

234,816

未収消費税等の増減額
（△は増加）

33,823

その他 △88,212

小計 1,648,043

利息及び配当金の
受取額

9,066

利息の支払額 △46,122

法人税等の支払額 △146,896

営業活動による
キャッシュ・フロー

1,464,091

－ 3 －



前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（千円）

Ⅱ　投資活動による
キャッシュ・フロー

定期預金の純増減額
（△は増加）

△6,953

有形固定資産の取得に
よる支出

△577,742

有形固定資産の売却に
よる収入

23,226

無形固定資産の取得に
よる支出

△163

その他 △1,919

投資活動による
キャッシュ・フロー

△563,553

Ⅲ　財務活動による
キャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額
（△は減少）

34,200

長期借入れによる収入 1,476,340

長期借入金の返済による
支出

△871,866

リース債務の返済に
よる支出

△39,913

配当金の支払額 △92,246

財務活動による
キャッシュ・フロー

506,514

Ⅳ　現金及び現金同等物に
係る換算差額

47,296

Ⅴ　現金及び現金同等物の
増減額（△は減少）

1,454,349

Ⅵ　現金及び現金同等物の
期首残高

1,500,156

Ⅶ　現金及び現金同等物の
中間期末残高

2,954,505

－ 4 －
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